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日系ペルー人の子供たちに対する教育とスペイン語継承

Ⅰ．序論

1. テーマ設定の理由

1 1990年の「出入国管理および難民認定法」の改正以降，日本に住む南米出身の日系人が急増し，その滞在が長期化するとともに子供の教育に問題が生じてきた。

2 確固とした母語獲得以前に来日した外国人児童の教育においては，日本語とともに母語伸長教育が必要であり，外国人児童生徒の受け入れ校やボランティアなどがそれぞれに母語と日本語のバイリンガル教育の方法を模索している。

3 外国人児童生徒のバイリンガル教育を考えるためには，彼らの教育の実態を把握することが必要である。

2. 研究目的

· 日系ペルー人の背景から，子供たちの言語環境と親の教育に対する意識を明らかにする。

· あるスペイン語の母語教室の事例研究を行い，今後の継承語教育のあり方を考える。

3. 研究方法

インタビューと継承スペイン語教育現場の参与観察から，日系ペルー人の子供たちの継承語教育の実態を調査する。
Ⅱ．本論

1. 日系ペルー人の子供たちの背景

1) ペルー人の外国人登録者数の推移→90，91年に倍増し，その後も増えつづけている。

2) 日本への出稼ぎ背景→不安定な政権，ハイパーインフレ，テロ，フジモリ政権，入管法改正

3) 日本滞在の長期化→定住資格，出稼ぎ労働者同士の結婚，再来日，家族呼び寄せ

4) 　子供たちの教育問題→継承スペイン語教育の必要性

5) 現行の母語・継承スペイン語教育→通信教育，全日制ペルー人学校，私塾，土曜教室

2. 調査対象


スペイン語教室の参与観察：私塾，土曜教室

　　　インタビュー：保護者，スペイン語教室の先生及び生徒，日本の小学校の先生，日系ペルー人大学生，通信教育の関係者

3. 調査結果

1） スペイン語と日本語の違いに戸惑う子供たち

名前，日付，単語，計算が日本と違うが，先生はなぜ間違うのかわからないので，間違いを指摘するだけになってしまう。

2） 現在の生活環境とはかけ離れた学習内容

子供たちは日本滞在の方が長く，ペルーのことがわからないが，先生はペルー人なら当然知っているだろうという前提の下に指導をしている。

テキストはペルーの教科書で，子供たちの日常生活とはかけ離れた内容である。子供たちは学習内容に興味が持てないし，理解も困難で，なかなか定着しない。

3） 協働学習が難しい教室

年齢差やレベル差があれば可能であるが，先生の方から奨励はしていない。親は先生に知識重視の一方的指導を依頼しており，先生もそれを承知している。

4） 外国語になりつつあるスペイン語



両親は共稼ぎで，残業，夜勤があり，子供たちは一日の大半を日本語環境で過ごしている。



子供との会話でなかなか意図が伝わらないと，親の方が片言の日本語を使用してしまう。

5） 求められる先生の資質


家庭でのしつけが行き届かない分，先生が面倒を見なければならないが，複式教室で，個別指導が主になるため，コントロールが難しい。また，限られた環境で教材，教授内容に工夫をこらし，モチベーションの低い子供たちをひきつける指導力が期待される。
6） 継続困難な継承語教育


頻繁にある移動，経済的な負担，母親のストレスが原因で，継続が困難である。

5.　まとめ

1) 日系ペルー人の子供たちに対する継承語教育の難しさ

複式クラスで，学習動機の著しく低い子供たちのコントロールをするには，経験豊かな教師が必要だが，継承語教育機関には経済的支援がなく，教師に十分な待遇を提供できない。それで，出稼ぎ目的で来日した教師は，待遇のいい仕事が見つかればそちらへ移ってしまう。
教室運営はすべて親の月謝に頼っているが，親の雇用は不安定で，職を求めての移動が頻繁にあり，生徒数が1ヶ月の間に激しく増減し，運営資金の確保も難しい。
また，子供たちの親は，仕事中心の生活で，子供のスペイン語教育にまで手が回らない。経済的な余裕がない親は子供の教育に学費の安い公立の小学校を選択するが，自分では学習のサポートができないので，学習塾に通わせることになる。母親がパートで家計を助けたところで，スペイン語教育にまでお金が回らない。
日本の生活の方が長くなってしまった子供たちは，スペイン語の読み書きが難しく，通信教育のテキストの課題をこなすのに親の指導が必要になるが，親には時間的にも精神的にもその余裕がない。そして，子供のスペイン語教育をあきらめてしまう。
2) 継承語教育の可能性

小中学校（公教育機関）で継承語教育の実施はできないだろうか。

群馬県伊勢崎市には全日制ペルー人学校が2校あるが，どちらの学校も日本語の必要性は感じており，日本語学習も行っているし，日本の幼稚園や小学校との交流も行っている。このペルー人学校が小学校の中に入れば，経営の心配をせずに子供の教育を考えられるし，子供たちにも同年代の日本人の友達ができ，親のネットワークも広がり，ペルー人家族の地域適応にも効果的だと思われる。
しかし，日本人側が外国人児童・生徒との共生を望むかどうかという点に疑問が残る。
　　　メキシコのLiceo Mexicano Japónes A.C.は，同じ敷地内に日本人学校があり，運動会や全校集会は両者が一緒に行っているが，日本人の親の希望でメキシコ人の子供たちとの接触を避けるよう時間割，スクールバスは別々になっている。
　　　現状の小規模な私塾としての継承語教育の継続が困難なのは前述の通りだが，学校をはじめ，地域社会が外国人との共生を望むのであれば，公教育機関での継承語教育の可能性もあるだろう。
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